
令和 7年 1月 2８日 

宮城県よろず支援拠点 

 

【県内初】 

環境に優しい農業・荒浜クローバーズファームの野菜を届けたい。 

農家直送の新鮮野菜を、買い物困難地域で移動販売します。 

～地産地消で農家と消費者を繋ぎ笑顔の循環ができる橋渡し～ 

 

宮城県仙台市の株式会社One’s home（代表：千葉治）と申します。 

この度、環境に優しい農業に取り組んでいる農事組合法人クローバーズファーム(若林区荒井)と連

携し、当社で生産される農薬と肥料を極力減らした「減減栽培」で育てた野菜を、買い物困難地域の方

に向けた軽トラックでの移動販売を令和 7年 2月より開始します（店名は「市（ichi）」。 

なお、クローバーズファームの減減栽培野菜の移動販売は県内初の取り組みです。 

オープニングイベントとして、令和 7 年 2 月 2 日(日)～16 日(日)までの毎週土曜・日曜日に、台

原森林公園黒松口の衣料品＆カフェ「BEARS.the_little_café」敷地内にて産直販売会を開催いた

します。当地域は住宅地内ですが、車でないと買い物に行きづらく、また起伏の多い土地なので「隠れ

買い物困難地域」になっているエリアです。 

産直販売会では、仙台名物の曲がりネギ・ちぢみ雪菜などをはじめとした旬の野菜を多く取り揃え

ております。土作りから行う「こだわり野菜」の産直販売会の様子について、ぜひ貴紙・貴番組にて取材

の程よろしくお願い申し上げます。 

   
   連携するクローバーズファーム(若林区荒井)                      ファームのスタッフと移動販売車 

 

【産直販売会場】 

bears.the_little_café の敷地内で実施 駐車場 3台まで可 

〒981-0901 宮城県仙台市青葉区北根黒松 14-15 

時間：11：00～16：00まで 

＊時間内であればいつでも取材可能です。 

      取材の際は事前に連絡先までご一報いただけますと幸いです。 

 

プレスリリース 

報道関係者各位 



１．お店のコンセプト 

市井「古い時代に井戸のある所に人が多く集まり、市が立ったところ」という言葉から店名を

市（ichi）とし、野菜を販売するだけではなくコミュニティを大切にしたいと考えています。 

 

＜店名ロゴ＞               ＜移動トラック＞ 

         
 

2．お店の特徴 

①環境に優しい持続可能な農業で生産した旬の農産物を販売します。 

クローバーズファームでは、生産した稲わらを東北大学馬術クラブへ提供しています。馬術ク

ラブからは馬糞をいただき、オリジナル馬糞堆肥を作り資源循環型農業をしています。 

 

②仙台市内の買い物困難地域を中心に移動販売を行います。 

 私たちの考える買い物困難地域とは、将来買い物弱者になりそう方が潜在している、高齢者が多

くお住まいの住宅地のことを指します。団地が売り出されて 30～40 年以上経過した住宅地

には、今後以下の理由から買い物困難者が多くなると考えています。 

 

 ・現在は自宅から車でないとスーパーに買い物に行けない。 

 ・団地が売り出された当時はあまり話題になっていなかった「免許返納」なども社会的に考

えなければならず、今はまだ大丈夫だけども、今後買い物が不便になりそうと心配している。 

  

こうした「隠れ買い物困難地域」を中心に移動販売の場所を確保していき、社会的課題を解決

していこうと考えています。 

  

③その時期に採れた旬の野菜を販売します。2 月頃ですとトマト・ネギ・白菜・ブロッコリー・春

菊・ちぢみ雪菜・米（ひとめぼれ・つや姫）等です。 

 

④規格外による廃棄処分をなくすため、規格外の野菜も積極的に販売します。 

 

 

３．取り組みを始めた理由 

 弊社は 2003 年に服飾雑貨品の卸売業として開業いたしました。その後、別事業として

2018 年より女川町の海産物をインターネット販売する事業を開始し、海産物販売事業を育

てるため女川へ移住しました。 

しかしながら 2023 年夏の猛暑による海水温の上昇等により、海産物の漁獲量が激減。事



業が今後も安定して実施できない危機を迎えたため、仙台に戻らざるを得ない状況になりま

した。新事業についても、海産物を販売してお客様に喜んで頂くことや、女川のご近所の方々

と笑顔でおしゃべりしながら買い物していたコミュニティが楽しかったため、そのような事業

を実施したいと考えていました。 

その時、同僚がクローバーズファームの代表をしていたことを思い出し、『環境に優しい農

業』で、農業に対する高い気持ちを持っていることを聞き、連携できないかと打診をし、今回

の取り組みにつながりました。 

 

４．主な販売場所 

オープニングイベントが終了した後も、主に毎週土・日曜日は衣料品＆カフェ

「BEARS.the_little_café」の敷地内にて通常販売する予定です。 

また今後は旭丘や他の買い物困難地域での移動販売場所を継続して確保する予定です。 

 

■資料に関してのお問い合わせ先 

株式会社One’s home  担当：千葉 治 

電話：022-778-4145（携帯：090-3361-7706） 

ＦＡＸ：022-778-4145      E-Mail：chiba@oneshome-s.com 

Webサイト：https://www.ichi.green/  

住所：〒981-0907 仙台市青葉区高松 1-11-6 

 

https://www.ichi.green/

